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これまでの銀河系外縁部における分子雲の研究について、低金属量環境下での星形成研究や遠方分子雲探査と
いった点で重要性が高まりつつも、遠方分子雲を検出可能なサーベイは少なく、特に銀河系第三象限における高
分解能かつ広範囲の銀河面分子雲サーベイはないため、限られたサンプルでしか議論されていない。遠方分子雲
やコンパクトな分子雲の探査、それらを含めた銀河系外縁部分子雲の統計的性質、分子雲性質の銀河系動径変化
を調べるためには高分解能かつ広範囲の COサーベイが必要である。そこで、我々は、野辺山 45m電波望遠鏡
と FOREST (FOur-beam REceiver System on the 45-m Telescope)を用いた NROレガシープロジェクトであ
る FUGIN (FOREST Unbiased Galactic plane Imaging survey with Nobeyama 45-m telescope)の一環として
12CO (J = 1–0), 13CO (J = 1–0), C18O (J = 1–0)の 3輝線同時観測で銀河系外縁部が含まれる銀河系第三象限
の銀河面サーベイを行った。昨シーズンは 2平方度の観測を行い、これまでの 4年間で観測した領域は合計 50平
方度となった。銀河系中心距離R ∼ 14 kpcにおいても∼ 10 M⊙の検出限界を達成しており、銀河系第二象限の
COサーベイである FCRAO Outer Galaxy Surveyより検出限界が 1桁以上向上している。
本講演では、1年後のデータ公開へ向けて銀河系第三象限における最終版データの紹介を行うとともに、分子

雲カタログの作成とそれを用いた分子雲の統計的性質について述べ、さらに 2017年春季年会 Q33aで発表した
R ∼ 14 kpcにおける物理量の変化についてH iや銀河系第二象限と比較し議論する。


